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Summary

Inspiteofenergyintakewassameleveltonormalgroup,someobesitygroupwasobservedover110levelof

obesityde厚･ee・

So,atthistime,someobesitygroupwasresearchedon200person.Comparinggroupwasnormalgroup(200

person).

1.176person(88%)ofnormalfeedingmembers,24person(12%)ofundernourishedIもedingmemberswere

observedin200personofsomeobesitygroup.

2．Someobesity・udemourishedgroupshowsomelowten.encytonormalgrouporsomeobesity・normal

feedingmembersonmineralandVitaminintakes.

1はじ め に

食事性肥満（単純'性肥満）は肥満症の大半を占めて

いる。これに対する基礎研究､調査研究は多い。'~6）

著者らもラットを用いての食事性肥満の形成について

検討を重ね､高エネルギー食で成功した。7)しかし実際

のヒトについての調査研究は数少ない。そこで本学学

生に依頼し検討を重ねて来た。ところがやや肥満群の

中に、エネルギー摂取量が正常群と同程度で肥満度

110以上、やや肥満状態の者が散見され、殆どが欠食

（朝食欠食）の場合が多かった。そこで今回欠食状態

も記入させた。今回正常群200名、やや肥満正常摂食

^176名、やや肥満欠食（全員朝食欠食）群24名につ

いて検討した。欠食群例数が少ないので有意差検定は

行わなかったが、傾向は出ていた。この種の報告が少

なすぎるので、あえて報告する。

2調査対象及び方法

本学学生に依頼し、過去6ケ年にわたり、肥満度測

*仲力町診療所（埼玉・深谷）

定（超音波皮脂厚計使用：積水化学工業K.K.製)、生

活時間調査、食事調査を10月～11月の時期に行った。

生活時間調査、食事調査は各人の生活態度が出やすい

日曜日に行った。思春期女子の為、肥満度130以上の

本格的肥満症は見つからず、肥満度no以上（やや肥

満状態）の者に焦点をしぼり、やや肥満状態の者を正

常摂食群、欠食群にわけ、3群について比較検討した。

3結果

1.やや肥満状態群のうち欠食（全員朝食欠食）群

はエネルギー摂取量は正常群と変らなかった。

やや肥満状態群中12%を占めていた。栄養摂取

量全般について欠食群のバラツキが他の2群よ

りも多かった。

2．欠食群は他の2群にくらべ、無機質、ビタミン

の摂取量が低い様に感じられた。今後データを

蓄積し、しっかりした傾向をつかみたい。
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4考察

エネルギー摂取母が正常群と同程度であっても､｢朝

食欠食のため体内酵素系が飢餓対応として中性脂肪形

成型に傾き､肥満度上昇を助長するものと考えられる。

相撲力士が朝食を抜いて稽古にはげみ、昼、夕食に重

点を置いて肥満化、重湿化をはかるのも生活の知恵と

思われる。ホテル、旅館が殆ど「朝食付き」であるの

は、肥満防止上すばらしい習慣と思われる。

5要約

思春期女子正常群2叩名､やや肥満群200名について

検討した。特にやや肥満群中正常摂食群176名

（88％)、欠食群24名(12%)について検討した。

1.やや肥満群中、欠食群はエネルギー摂取最の点

で、正常群と大差なかった。

2．正常群、やや肥満・正常摂食群、やや肥満欠食

群ともエネルギー摂取鉦以外は大差なかった

が、欠食群に無機質、ビタミン摂取量の低下が

見られた。

本調査研究を進めるにあたり、種々有益な御助言を

戴いたり眼FI℃drickJ.Stai℃(Prof.Emeritus.,Dept.Public

HealthNutrition,HarvardUniv.)に深く感謝致します。
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表13群間の沈鷲脂肪等の比較

(Table1．Comparisonsofdepositfatandothersamongthreegroups)

I

Ⅱ

Ⅲ

区分

(Classification)

肥満度：計算法による

(obesitydegree:
Calculationmethod)

正荊群(1㈹～110)
“人

Normalgroup(person)

やや肥満群
2㈹人

(person)
(110以上）
Some

Obesity
grouP

(Over110)

正愉

l”％

摂取群
176人

(person)
88％

朝食欠食群
24人

(person)
12％

UndemouIも

ished

(Breakfast)
group

身畏

(Height)

153.2

±5．8

158.2

±5．9

157.3

±7．5

C、

f*<T(

(Weight)

kg

50.1

±3．7

55.6

±3．9

55.7

±4．8

皮下崩肪厚

(Thicknessofsubcutaneousfat)

上腕背部

(Backof

upperArm)
m、

6.6

±1．5

9.0

士1.6

9.1

±1．8

－ 2 4－

屑甲骨下部

(lowerpanof
Scapula)

m、

6.7

±1．3

8.7

±1．6

8.9

±1.8

体随肪率

礎t氏『“nt

23.7

±2．6

24.8

±2．6

25.0

±2．7

体脂肪重凪 除脂肪体亜

FatWeight LeanBody
MaSs

％ kg kg

11．9 38.2

±1．7 ±3．2

13．6 41.6

±1．6 ±3．4

13.6 41.8

±2．G ±3．5



表23群間の諸比較

(Table2.Comparisonsamongthreegroups)

ｌ
い
い
Ｉ

区分

(Classification)

肥満度：計算法による

(obesitydegree:
Calculationmethod)

消閲ｴﾈﾙ
ギー

CO､‐

sum”on

kcal

一・般摂取賦

GeneralImake

ｴネルギー

Energy

kcal

蛋白蘭
Hotein

9

脂質

Lipids

9

糖間

Qmb由a壁

8

無樋質摂取恥

MineraIImake

カルシウム

Ca1cium

m9

リン

Phosporus

m9

鉄
lron

m9

ナトリウム

sodium

m8

カリウム

恥1as‐

sium

m9

ビタミン摂取戯
VilammIntake

A効ﾉ」
A

e価ci創惚y
lu

B
1

m9

B ｆ
七

m8

ナイアシン

Niacin

m9

C

m9

食塩摂取

rw
SalI

in凪ke

equiva-
Iem

8

全国平均値(女性18～19才､1噸）

Nationalaverage(Female,18-
19,age.1996)

l躯 74.7 62.9 257 512 10．6 2547 1.18 1.35 121

I

正淋群(100～110)
2㈹人

Normalgroup(person)
1m％

1909.3

±32．2

1910.8

±44.3

侭.8

±6．5

侭.0

±4．3

255.6

±釦.7

493.2

±43．8

蝿1.3

64.1

9.6

±1．4

2723.8

±205.2

１２
士

46.2

233.7

24鋤.3

±釦1.4

1．03

±0．羽

1.15

±0．43

11．3

±2．5

l“､7

士20.7

12.1

±3．6

Ⅱ

、

やや肥満群
畑人

(person)
(110以上）
Some

Obesity
group

(Over110)

旺柑摂取群
176人

(person)
88％

朝食欠食群
24人

(person)
12％

Undemour‐

ished

(Breakfast)
gmup

2015.8

±36．9

1兜9.2

±40.1

2283.1
●

±57．8

64.2

±6．2

62.9

±7．6

102.7

±8．1

62.6

±9．2

257.3

±29．8

261.4

31.5

494.2

±45．1

4髄.3

±47.3

３
２

知
垂

949.7

±67．3

9.7

±1．6

9.4

±1．9

2615.7

±2肥.2

25兜.3

±211.2

22閃.7

±2鑓.7

2193.4

±241.5

17鮒.2

207.6

17節.4

±213.3

1.01

±0.39

1.㈹

±0.43

1．21

±0.鉛

1.18

±0.42

12.7

±3．0

11．9

±0．42

74.1

±19．9

73.3

±23．5

13．6

±4．0

12.8

±4．6


